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	決裁期日
	令和４年８月４日

	名　　称
	令和４年度第３回安平町行政改革推進委員会

	日　　時
	令和４年８月４日　午前・午後　　　１０時００分 ～　１０時５５分

	場　　所
	安平町役場総合庁舎　２階中会議室

	出 席 者
	　委員　５名　　事務局　２名

	会議概要
（要点記載）
	１．開会

２．委員長あいさつ

・委員長よりあいさつ

３．付議事項

（１）安平町行政改革プラン2022について（総務課）

安平町行政改革プラン2022（案）について審議。　

別紙議案により、総務課長より「重点項目等に関する個別意見の考え方」により答申内容について説明。

【質疑・意見】

「委員」

○　（１）町民との協働の中にある「自治会を法人化し自治会主導により活動を」という部分で、旧町それぞれ過去からの経緯があり自治会と町内会の名称を統一せず現在に至っている。自治会主導ということではなく、町と一緒になって協働のまちづくりを進めていければと思う。

「事務局」

○　名称の統一については合併協議から議論されて来たが、合併以前からの長い歴史がある中で、統一は難しいという判断になった。協働という言葉だけでは町民の意識が向かないことから、町内会や自治会等における主体的な活動が活発化するような支援が必要という意見が出されていたので、答申書に入れさせてもらった。

「委員」

○　（３）行政情報の発信の中で、町広報紙を町外に転出した人に継続して送り、故郷の状況を知ってもらうとあるが、以前、郵便局で「ふるさと通信」という取組みがあり、希望者に郵送料程度を負担してもらい、広報紙を町外の人に送っていたことがある。民営化になって止めてしまったが、利用者には喜ばれていた。町で費用負担するとなると継続的にかなりの負担があると思うが、実施できるものか。

「委員」

○　定期的に故郷の広報紙を送ってもらう事は大変うれしい。自分も故郷と繋がっている感じがしている。今はホームページでも広報紙を見る事ができるが、見に行こうとしなければ見る事はない。郵送で送って来ると届いたときに手に取って読むので、故郷の情報を知るきっかけになる。年配になればなるほどデジタル化から遠ざかるので、ハガキでも良いと思う。以前住んでいた町から今でも送って来てくれるが、過去に役場に申し込みや登録をした事はなかったので、何故、広報紙を送ってくれるようになったかは不明。

「委員長」

○　町外へ転出する若者に送る事は良いことだと思う。就学のために親元から離れ町外へ行くので、送ってあげると地元を思い出すきっかけになると思う。

「事務局」

○　町外に出ていった若者が町に戻ってくるような取り組みは重要と認識しており、総合計画にも明記している。広報紙を使って情報を届けることで、再び安平町に戻って来てもらえるようなきっかけになればと思う。震災の時には一時的に町外へ転出した人に広報紙を送っていたこともある。郵便局の事例もお聞きしたので、民間と連携した中で取組みができないかを含め検討していきたい。

「委員長」

○　デジタル化は進んでいき、その動きは今後避けられず役場も同じく進んでいくと思うが、町民が、例えばロビーを広くして、そこに申請用端末を置いて、一カ所で申請を終わらせるなど、手法を考える必要はあるのではないか。

「事務局」

○　窓口のワンストップサービスに向けた改善については行革プランに盛り込んでおり、「書かない窓口」とういう取組みを行っている自治体もあるので、先進事例を参考としながら実施に向け検討していきたい。

「委員」

○　計画は大変細かい部分まで検討されており、素晴らしい内容だと思う。実施計画の中で住民サービスに関する施策・事業については、令和５年度以降から実施となるものが、14項目のうち９項目となっている。住民サービスの向上に繋がる良いものは出来るだけ早めに実施をお願いしたい。

※全委員了承

４．その他

事務局より今後のスケジュールについて説明。

今回策定した行革プランについては、町広報紙９月～11月の３回連載するとともに町ホームページで公表する事とし、９月定例町議会で行政報告を行うことで一連の計画策定作業は完了する。

今後は、計画を実行に移すための進行管理が重要となり、毎年度行革委員会の中で計画の進行状況について検証していく事となるので、引き続きご協力をお願いしたい。

※全委員了承

５．閉会
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